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は
じ
め
に

本
書
は
、東
京
大
学
審
査
学
位
論
文
「
昭
和
初
期
の
富
山
都
市
圏
に
お
け
る
土
木
事
業
と
三
人
の
土
木
技
師
」（
平
成
一
七
年
）

を
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
お
読
み
く
だ
さ
る
前
に
い
く
つ
か
の
点
を
お
断
り
し
て
お
く
。

①
本
書
で
紹
介
す
る
土
木
事
業
の
進
め
方
や
土
木
技
術
者
の
あ
り
方
は
、
現
在
と
大
分
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ

れ
た
い
（
そ
の
差
違
に
つ
い
て
は
本
文
に
お
い
て
可
能
な
限
り
触
れ
て
お
い
た
が
）

②
引
用
は
「

」
書
き
ま
た
は
二
字
下
げ
で
表
し
、
そ
の
表
記
は
原
文
を
尊
重
し
た

③
引
用
の
出
典
は
一
部
本
文
に
記
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
参
考
文
献
と
し
て
巻
末
に
一
括
掲
げ
て
お
く

④
引
用
文
中
の
［

］
書
き
、
傍
線
は
筆
者
加
筆
に
よ
る

⑤
年
の
表
記
は
年
号
（
明
治
、
大
正
等
）
に
よ
っ
た
。
無
色
透
明
な
西
暦
よ
り
も
時
代
の
雰
囲
気
が
漂
う
年
号
を
優
先
さ
せ

た
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
年
号
・
西
暦
併
記
も
考
え
ら
れ
る
が
煩
瑣
な
た
め
や
め
た
。
巻
末
に
年
号
・
西
暦
対
応
表
を
付

け
て
お
く

⑥
度
量
衡
も
原
文
尊
重
に
よ
っ
た
た
め
尺
貫
法
と
な
っ
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。
一
間
を
一
・
八
一
八
一
メ
ー
ト
ル
と
し
て

換
算
表
記
す
る
煩
瑣
を
避
け
た
た
め
で
あ
る
。
巻
末
に
度
量
衡
表
を
付
け
て
お
く

こ
の
よ
う
に
本
書
の
一
部
が
舊
字
體
と
舊
假
名
づ
か
ひ
、
年
号
、
尺
貫
法
等
、
特
に
若
い
讀
者
に
は
不
親
切
な
表
記
に
な
っ

た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。
ご
寛
恕
の
ほ
ど
を
。



第
一
章

富
山
の
町 

今
昔

本
書
の
テ
ー
マ
は
「
昭
和
初
期
に
富
山
の
町
を
つ
く
っ
た
土
木
事
業
と
土
木
技

術
者
た
ち
」
を
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
そ
の
前
段
と
し
て
富
山

の
町
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
平
成
の
い
ま
、
富
山
の
町
で
行
わ
れ
て
い
る
土
木
事
業
を
紹
介
し
（
第

一
節
）、
富
山
の
町
を
構
成
し
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
そ
の
成
り

立
ち
を
述
べ
る
（
第
二
節
）。
次
に
大
正
期
の
富
山
の
町
が
か
か
え
て
い
た
さ
ま

ざ
ま
な
悩
み
を
治
水
、
交
通
、
都
市
の
観
点
か
ら
と
り
あ
げ
、
そ
の
問
題
解
決
の

た
め
の
事
業
が
待
た
れ
て
い
た
状
況
を
述
べ
る
（
第
三
節
）。



第一章 富山の町 今昔

2

第
一
節

平
成
の
大
改
築

ラ
イ
ト
レ
ー
ル
の
町

富
山
県
富
山
市

人
口
四
二
万
人
の
県
庁
所
在
都
市
。
最
近
こ
の
町
を
視
察
で
訪
れ
る
人
が
急
増
し
て
い
る
。
お
目
当
て

は
Ｊ
Ｒ
富
山
駅
北
口
と
岩
瀬
浜
を
結
ん
で
走
る
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
で
あ
る
。

い
ま
、
ま
ち
づ
く
り
の
面
で
公
共
交
通
が
見
直
さ
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
市
内
を
走
る
路
面
電
車

で
あ
る
。
人
口
が
減
少
す
る
時
代
を
迎
え
、
郊
外
に
薄
く
し
か
も
た
い
て
い
は
無
秩
序
に
拡
が
っ
た
都
市
を
見
直
し
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
都
市
に
改
造
し
よ
う
と
い
う
の
が
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
調
で
あ
る
。
こ
れ
を
交
通
面
か
ら
支
え
る
た
め
、
マ

イ
カ
ー
に
過
度
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
公
共
交
通
を
中
心
と
し
た
都
市
交
通
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
公
共
交
通
に
は
鉄
道
や
バ
ス
に
加
え
て
地
下
鉄
、
路
面
電
車
、
モ
ノ
レ
ー
ル
な
ど
が
あ
る
が
、
都
市
内
で
の
主
役
は
大
都

市
に
お
い
て
は
地
下
鉄
、
地
方
都
市
で
は
バ
ス
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
バ
ス
は
道
路
混
雑
に
よ
り
決
ま
っ
た

時
間
に
到
着
し
な
い
悩
み
の
ほ
か
排
気
ガ
ス
と
い
う
環
境
問
題
も
か
か
え
て
お
り
、
さ
り
と
て
地
下
鉄
や
モ
ノ
レ
ー
ル
は
三
大

都
市
圏
や
政
令
市
以
外
で
は
維
持
が
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
ラ
イ
ト
・
レ
ー
ル
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
）

と
呼
ば
れ
る
新
型
路
面
電
車
で
あ
る
。
従
来
の
路
面
電
車
を
も
っ
と
便
利
で
快
適
な
乗
り
物
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
内

交
通
の
主
役
と
位
置
づ
け
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル（
愛
称
ポ
ー
ト
ラ
ム
）は
平
成
一
八
年
四
月
に
開
業
し
た
。
地
元
富
山
市
等
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー

の
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
が
運
行
し
て
い
る
。
富
山
駅
北
口
と
港
の
あ
る
岩
瀬
浜
の
間
七
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
二
五



第
二
章

神
通
川
・
東
岩
瀬
港
と
高
橋
嘉
一
郎

第
二
章
で
は
、
神
通
川
改
修
事
業
・
東
岩
瀬
港
修
築
事
業
と
土
木
技
術
者
高
橋

嘉
一
郎
を
と
り
あ
げ
る
。
第
一
章
で
み
た
大
正
期
の
富
山
市
に
お
け
る
治
水
問
題
、

交
通
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
内
務
省
と
富
山
県
が
行
っ
た
土
木
事
業
で
あ
り
、

そ
の
中
心
と
な
っ
た
土
木
技
術
者
で
あ
る
。

こ
の
事
業
は
、
大
正
七
年
に
着
手
さ
れ
た
後
、
七
年
の
間
に
二
度
に
わ
た
り
計

画
が
大
き
く
変
更
さ
れ
た
。
計
画
は
な
ぜ
変
更
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

か
、 

ま
た
変
更
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
同
時
に
そ
れ
ぞ

れ
の
計
画
を
立
案
し
た
土
木
技
術
者
を
調
べ
、
中
心
と
な
っ
た
土
木
技
術
者
を
特

定
す
る
（
第
一
節
）。
次
に
、
特
定
さ
れ
た
土
木
技
術
者
高
橋
嘉
一
郎
は
、
い
か

な
る
経
歴
を
も
ち
、
富
山
で
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
高

橋
が
神
通
川
改
修
事
業
と
東
岩
瀬
港
修
築
事
業
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
を
考
察

す
る
（
第
二
節
）。
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第
一
節

神
通
川
改
修
事
業
と
東
岩
瀬
港
修
築
事
業

１

事
業
の
概
要

神
通
川
改
修
事
業

（
１
）
事
業
へ
の
道
の
り

神
通
川
は
、飛
騨
山
地
川
上
岳
（
一
六
二
六
メ
ー
ト
ル
）
に
源
を
発
し
、高
山
市
等
を
北
流
す
る
宮
川
と
、北
ア
ル
プ
ス
の
槍
ヶ

岳
（
三
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
）、
穂
高
岳
（
三
一
九
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
源
と
す
る
高
原
川
が
岐
阜
・
富
山
県
境
で
合
流
し
、
神
通

川
と
な
っ
て
富
山
県
中
央
を
流
れ
富
山
市
地
先
で
富
山
湾
に
注
ぐ
一
級
河
川
で
あ
る
。
流
路
延
長
一
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
う

ち
富
山
県
内
四
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、
流
域
面
積
二
七
二
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
平
均
河
床
勾
配
一
五
〇
分
の
一
〜
八
〇
〇

分
の
一
の
県
内
最
大
の
河
川
で
あ
る
。

頻
発
す
る
水
害
と
県
に
よ
る
改
修

神
通
川
は
、
県
都
富
山
市
の
市
街
地
西
部
を
流
れ
る
途
中
東
へ
屈
曲
し
、
富
山
城
の
北
側
で
大
き
く

U

字
状
に
蛇
行
し
て

い
る
た
め
、
明
治
年
間
に
県
史
に
残
る
大
洪
水
だ
け
で
も
二
四
回
を
数
え
、
浸
水
家
屋
が
数
千
戸
を
超
え
る
こ
と
も
少
な
く
な



第
三
章

富
山
大
橋
と
小
池
啓
吉

第
三
章
で
は
、
富
山
大
橋
改
築
事
業
と
土
木
技
術
者
小
池
啓
吉
を
と
り
あ
げ
る
。

第
一
章
で
み
た
大
正
期
の
富
山
市
に
お
け
る
交
通
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
富
山

県
が
行
っ
た
事
業
で
あ
り
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た
土
木
技
術
者
で
あ
る
。

神
通
川
の
最
初
の
永
久
橋
で
あ
る
富
山
大
橋
は
、
全
国
的
に
も
大
規
模
で
、
す

ぐ
れ
た
橋
梁
で
あ
っ
た
。
富
山
大
橋
は
ど
の
よ
う
に
し
て
実
現
し
た
の
か
、
ま
ず
、

橋
梁
の
計
画
・
設
計
・
施
工
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
と

と
も
に
、
事
業
に
携
わ
っ
た
土
木
技
術
者
を
調
べ
、
中
心
と
な
っ
た
土
木
技
術
者

を
特
定
す
る
（
第
一
節
）。
次
に
、
特
定
さ
れ
た
土
木
技
術
者
小
池
啓
吉
は
、
い

か
な
る
経
歴
を
も
ち
、
富
山
で
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、

小
池
が
富
山
大
橋
改
築
事
業
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
を
考
察
す
る
（
第
二
節
）。
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第
一
節

富
山
大
橋
改
築
事
業

１

事
業
の
概
要

（
１
）
事
業
へ
の
道
の
り

木
橋
か
ら
永
久
橋
へ

明
治
・
大
正
期
の
富
山
県
の
橋
梁

明
治
時
代
、
富
山
県
に
お
け
る
橋
梁
整
備
は
、
国
道
路
線
を
中
心
に
県
下
の
重
要
路
線
に
お
け
る
橋
梁
の
新
架
・
改
築
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
時
代
の
橋
梁
は
す
べ
て
木
橋
で
あ
っ
た
た
め
、
洪
水
で
損
傷
・
流
失
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
ま
た

そ
う
で
な
く
て
も
、
腐
朽
の
た
め
に
二
〇
年
程
度
で
架
け
替
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
常
願
寺
川
や
神
通
川
等
の
河
川
改

修
に
伴
っ
て
橋
梁
の
新
架
や
架
け
替
え
、
時
に
は
廃
橋
が
み
ら
れ
る
の
も
こ
の
時
代
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
道
路
や
橋
梁
の

整
備
は
県
や
市
町
村
の
仕
事
で
あ
っ
た
が
、
財
政
上
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
民
間
資
金
に
よ
り
建
設
し
、
一
定
期
間
通
行
を
有

料
と
し
た
後
に
県
等
に
引
き
継
ぐ
「
賃
取
橋
」
も
多
く
建
設
さ
れ
た
。

大
正
期
の
橋
梁
整
備
の
特
徴
は
、
賃
取
橋
の
消
滅
と
非
木
造
橋
（
永
久
橋
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鋼
製
の
橋
梁
）
の
出
現

で
あ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
自
動
車
交
通
の
発
達
と
と
も
に
道
路
橋
梁
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。
道
路
法
、
道
路
構
造
令
の
制
定
等
国
に
お
け
る
制
度
も
整
備
さ
れ
、
道
路
・
橋
梁
は
官
設
（
主
要
な
も
の
は
県
費
に

よ
る
）
が
原
則
と
さ
れ
、
同
時
に
洪
水
や
自
動
車
交
通
に
耐
え
う
る
構
造
の
橋
梁
、
永
久
橋
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。



第
四
章

富
山
都
市
計
画
と
赤
司
貫
一

第
四
章
で
は
、
富
山
都
市
計
画
と
土
木
技
術
者
赤
司
貫
一
を
と
り
あ
げ
る
。
第

一
章
で
み
た
大
正
期
の
富
山
市
に
お
け
る
都
市
問
題
を
解
消
す
る
た
め
の
都
市
計

画
お
よ
び
都
市
計
画
事
業
で
あ
り
、
そ
の
中
心
と
な
っ
た
土
木
技
術
者
で
あ
る
。

富
山
都
市
計
画
は
、
運
河
と
廃
川
地
の
区
画
整
理
を
組
み
合
わ
せ
た
ユ
ニ
ー
ク

な
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
策
定
さ
れ
た
の
か
、

都
市
計
画
立
案
に
至
る
過
程
を
追
い
、
同
時
に
関
与
し
た
土
木
技
術
者
を
調
べ
、

中
心
と
な
っ
た
土
木
技
術
者
を
特
定
す
る
（
第
一
節
）。
次
に
、
特
定
さ
れ
た
土

木
技
術
者
赤
司
貫
一
は
、
い
か
な
る
経
歴
を
も
ち
、
富
山
で
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
赤
司
が
富
山
都
市
計
画
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
を

考
察
す
る
（
第
二
節
）。
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第
一
節

富
山
都
市
計
画
と
都
市
計
画
事
業

１

都
市
計
画
の
制
度

は
じ
め
に
、
現
在
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
当
時
の
都
市
計
画
の
制
度
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
１
）
都
市
計
画
法
の
制
定
と
内
容

都
市
計
画
法
の
制
定

大
正
八
年
四
月
一
日
に
わ
が
国
で
最
初
の
都
市
計
画
法
が
、
姉
妹
法
の
市
街
地
建
築
物
法
と
と
も
に
制
定
・
公
布
さ
れ
、
翌

九
年
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。

都
市
計
画
法
制
定
の
背
景
に
は
、
都
市
人
口
の
急
増
と
都
市
施
設
の
整
備
を
伴
わ
な
い
市
街
地
の
拡
大
が
あ
っ
た
。
従
来
、

東
京
市
等
六
大
都
市
の
既
成
市
街
地
で
行
わ
れ
て
い
た
市
区
改
正
設
計
の
手
法
で
は
、
こ
う
し
た
都
市
問
題
に
対
応
で
き
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
六
大
都
市
以
外
の
地
方
都
市
も
対
象
と
し
、
市
街
地
の
拡
大
に
計
画
的
に
対
応
し
う
る
都
市
計
画
手
法
を

法
制
化
し
た
も
の
で
あ
る
。



第
五
章

富
山
の
町
を
つ
く
っ
た

土
木
事
業
と
土
木
技
術
者
た
ち

第
五
章
で
は
、
本
書
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
土
木
事
業

お
よ
び
土
木
技
術
者
を
ま
と
め
て
と
り
あ
げ
る
。

河
川
改
修
、港
湾
修
築
、橋
梁
改
築
、都
市
計
画
と
い
う
土
木
事
業
に
つ
い
て
は
、

共
通
す
る
特
徴
お
よ
び
事
業
相
互
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
事
業
全
体

の
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
（
第
一
節
）。
三
人
の
土
木
技
術
者
に
つ
い
て
は
、

経
歴
や
仕
事
の
取
組
み
方
に
着
目
し
、
現
代
と
の
相
違
点
に
触
れ
つ
つ
、
土
木
技

術
者
と
し
て
学
ぶ
べ
き
事
柄
を
述
べ
る
（
第
二
節
）。
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第
一
節

富
山
の
町
を
つ
く
っ
た
土
木
事
業

１

土
木
事
業
の
特
徴

（
１
）
大
規
模
か
つ
す
ぐ
れ
た
内
容

昭
和
の
初
め
、
富
山
市
を
中
心
に
周
辺
の
市
町
村
を
含
む
地
域
（「
富
山
都
市
圏
」
と
い
う
）
で
行
わ
れ
た
土
木
事
業
の
特

徴
の
一
つ
は
、
大
規
模
で
す
ぐ
れ
た
内
容
を
も
つ
点
で
あ
る
。

洪
水
防
御
を
目
的
に
河
口
か
ら
二
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
対
象
と
す
る
神
通
川
第
三
次
改
修
事
業
と
三
千
ト
ン
級
船
舶
の
出
入

可
能
な
近
代
港
湾
を
め
ざ
す
東
岩
瀬
港
修
築
事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
本
格
的
な
河
川
・
港
湾
事
業
で
あ
っ
た
が
、
神
通
川
河
口

部
の
河
道
全
部
を
港
湾
に
提
供
し
て
河
道
を
丸
ご
と
付
け
替
え
、
河
川
と
港
湾
を
分
離
し
た
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
（
第
二

章
）。神

通
川
に
架
か
る
国
道
橋
の
永
久
橋
化
を
目
的
と
す
る
富
山
大
橋
改
築
事
業
は
、
一
三
径
間
、
橋
長
四
七
二
メ
ー
ト
ル
の
ゲ

ル
バ
ー
式
鋼
鈑
桁
橋
を
建
設
し
た
も
の
で
、
同
形
式
の
橋
梁
の
な
か
で
は
最
大
級
の
ス
パ
ン
長
を
実
現
し
た
（
第
三
章
）。

神
通
川
廃
川
地
の
処
分
問
題
を
契
機
と
し
て
始
め
ら
れ
た
富
山
都
市
計
画
は
、
街
路
、
公
園
、
運
河
、
土
地
区
画
整
理
を
一

体
的
に
決
定
し
、
都
市
計
画
本
来
の
趣
旨
に
か
な
っ
た
総
合
的
都
市
計
画
を
実
現
し
た
。
ま
た
、
運
河
と
区
画
整
理
の
組
合
せ

は
珍
し
く
、
市
街
地
造
成
型
区
画
整
理
と
し
て
は
全
国
第
一
号
の
事
業
で
あ
っ
た
（
第
四
章
）。




